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拙著 『コーヒーと南北問題一 ｢キリマンジャロ｣のフー ドシステムー』('叫 で援用してい


















称を変更したようである)｡それは上記の ｢商品連鎖｣や経営 (競争)戦略論 (ボーターな
ど)の ｢価値連鎖｣-Ji5'の概念を踏まえて､ゲレフイなどによって導入された｡
GVCとは､特定の生産物が生み出され最終消費されるまでに必要とされるすべての経済















































































ルーシャ州において､ 1ha当りで62,000Tshsの農薬経費 (1ha当り250kgのパーチメン トを
収穫する小農民による平均的散布の場合 -`川)が生じている｡コーヒー農薬はすべて輸入品あ















































































































































辻村 英之 タンザニアにおけるコ-ヒ-a)価値連鎖の再編-流通制度改韓Iと小翫 ミ-
引 (農園 ･生産者~組織と外国籍企業 ･団体の直接取引)の開始である｡











































































































































































































トレー ド･プロジェクトによる資金援助 (フェア トレー ド･プレミアムの還元)のおかげで､
苗木の無料配布が可能になっている｡
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そして著者が企画する/レカニ村 ･フェア トレー ド･プロジェクトが､それに結び付こうと
している｡幸いなことに､現時点においては日本向けのフェア ･トレー ド豆は､AA FA()か
A FAQの5等級であるので､競売所外取引が可能であるOまた既に同7Jロジェク トのフェ
ア トレー ド･プレミアムの還元先は､上記の苗木普及プロジェクトの支援になっている｡













(被援助- [農薬取引])- 【農薬売渡】- 『生産』-
【[農村取引]-農村買付-流通】- (加工- [競売取引])- (輸出)
政府が単--経路しか認めず､本来は市場でなされる [農薬取引][農村取引][競売取引]










辻村 英之 タンザニアにおけるコーヒーの価値連鎖のF-鞘宗卜 流通制度改革と小農民-
『生産』- [農村取引]- 【《農村買付》-流通-加二L】- [競売取引]- (輸出)
まずはほとんどの生産者が､農薬投入を停止した｡① (彼援助- [農薬取引])の政府機







































『生産』- 《[農村取引]-農村買付-流通》-加工 (委託)- 《輸Hj》
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